
白王町鳰の会

権座（ごんざ）

【地区概要】 ・集落形態 散居
・取組面積 （農地維持支払） 55ha （畑 0.6ha）
・対象施設 開水路 7.0km、パイプライン 4.0km、農道 5.0km
・主な構成員 集落数1、農業者39名、営農組合2、 農業者以外 自治会1、女性会1、子供会1、その他2
・交付金(H26) 農地維持支払 1,208千円

資源向上支払（共同） 714千円
計 1,922千円

世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策 活動状況

琵琶湖

白王町鳰の会（滋賀県近江八幡市）

権座（ごんざ）

近江八幡市

白王町

資料１



○ 集落営農組織と活動組織が連携。施設保全や濁水防止・節水管理、景観保全等の連携した実施により、効率的に資源
を管理。 また、本対策の取組等により保全されている環境を活用して、集落営農による農産物のブランド化に取組。

○ ＮＰＯと連携して環境向上活動に取り組む。ＮＰＯとの連携は、農家だけでは思いつかない知恵が得られると同時に、Ｎ
ＰＯ側からの情報発信も行われるため、極めて効果的。

○ 地域において、「自らの手で資源を保全する」という意識が強まったことが最大の効果。

主な取組

ＮＰＯと連携し水田魚道を設置 環境こだわり酒米の栽培 環境学習の実施景観形成活動

・湖上の飛地「権座」の農地では、田船を利用した稲作や水田魚道設置、景観保全活動、さらには農産物ブランド化に取り組む。

・農地・水・環境を保全する共同活動と集落営農等の環境こだわり農産物の栽培が相乗効果を発揮し、地域が活性化。
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